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１ 鋼材ダンパーの累積塑性

鋼材ダンパーの疲労累積を考慮した減衰性能を
評価する際に留意すべき事項について

1) 繰り返しによる耐力低下

2) 累積損傷度の確認

鋼材ダンパーの試験例（±600mm)
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鋼材ダンパーの破壊までの試験結果例（UD50,±600mm)

１ 鋼材ダンパーの累積塑性

1) 繰り返しによる耐力低下

地震応答解析モデルにおいて、鋼材ダンパーの
累積変形量に応じた降伏荷重の低減を考慮する。

（出典：参考文献１）
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鋼材ダンパーの降伏荷重の低減係数と累積変形量との関係

１ 鋼材ダンパーの累積塑性

1) 繰り返しによる耐力低下

Qy’ = αQy

α：低減係数

累積変形量の関数とし、
一定の累積変形量を越えると
α = 0.8（一定値）とする

（出典：参考文献１）
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１ 鋼材ダンパーの累積塑性

2) 累積損傷度の確認
鋼材ダンパーの時刻歴応答変位からレインフロー法により
各振幅に対する破断までの繰り返し回数を求め、
実験から定められた疲労性能式から累積損傷度Dを算出し、
疲労破断しないことを確認する。

鋼材ダンパーの疲労性能曲線式
（出典：参考文献１）
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２. 鋼材ダンパーの品質管理

1) 累積損傷度の確認(1次判定)
外観検査から簡易な方法で判定する

2) 累積損傷度の確認(2次判定)
２方向の地震応答変位の観測記録から詳細に判定する

地震後の鋼材ダンパー
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２. 鋼材ダンパーの品質管理

1) 累積損傷度の確認(1次判定)
地震後の履歴系ダンパーは、外観に残留塑性変形が
発生しその形状変化率を測定することで地震後の
継続利用の一次判定を簡便に行うことができる。

鋼材ダンパーの形状の変化による判定方法

変形最大寸法Ｈ’/根元寸法Ｈ＜１．１

（出典：参考文献２）
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２. 鋼材ダンパーの品質管理

2) 累積損傷度の確認(2次判定)
健全性を詳細に判断する方法として、
２方向の地震応答変位の観測記録を２方向載荷実験から
求めた損傷評価法に適用することで累積損傷度を
算出することができる。 
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2) 累積損傷度の確認(2次判定)の例

累積損傷度の判定方法
（出典：参考文献４）
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